「お前に 将棋が わかる かよ」 

「わかる とも。 源 床の 鼻 たれ 小僧が 天才 だと。 笑わせ 

るな。 町内の 縁台 将棋の 野郎 ども を 負かした ぐらいが、 

何が 天才 だ」 

「町内 じ やない や。 人口 十万の この 巿に 将棋の 会所と 

いえば 一 軒し かねえ。 十万 人の 中の 腕の 立つ 人が 一 人 

の ザ J らず， J こに 集つ てきて 将棋 を さすの だ。 縁台 将棋 

と モノが ちがう ぞ。 正坊 はな。 この 会所で 五本の 指に 

折られる 一 人 だ」 

「そこが 親馬鹿て えもの だ。 碁 将棋の 天才なん てえ も 

の は、 紺 ガス リを きて 鼻 をたら している ころから、 £ 



「子供が 野球の 練習に 精 を だすの は 将来の ためだから 

い いけど さ。 お前さんが 仕事 をう ッ ちゃら かして 子供 

の 野球に つきあつ ちゃ 困る じ やない か。 お サシミ の 出 

前 を 届けに 行って、 三時 間 も 帰り やしない。 小僧が 二 

人 もい るのに、 お前さんが 出前 を 届ける こた ァな いよ _ 

明日から は 出前に でち や いけない よ」 

「そうはい かないよ。 来年 度の 新チ ー ムを 編成した ば 

かりだ。 次週の 土曜から 新チ ー ムの県 大会の 予選が は 

じ まるんだ よ。 長 助の 左腕から くりだす 豪球が、 ここ 

ん とこ コント 口— ルが 乱れて いるから、 ミツ チリ 落着 

い た 練習 を させな くち や ァ いけね え」 



「将棋なん てえ もの は 大人 も 子供 も 変り なくで きる も 

の だ。 将棋盤 を 頭上に 持ち上げて 我慢 くらべ をす るヮ 

ケ じゃァ ないから な。 野球 は、 そうはい かねえ や。 ま 

ず 身体が できな くち ゃァ いけね え。 巨人軍の 川上と い 

リき 

う 岩の ように 立派な 身体の 選手が、 力が 足りない、 もつ 

と 力が 欲しい と 嘆いて る 始末 じ やない か。 まず 第一 に 

長 助の 背丈 を 延ばして、 ふとらせ なくち ゃァ いけない。 

滋養の 物 を 三度 三度 食べさせて、 毎日 欠かさず 風呂へ 

入れて —— 」 

「ふや かす ツモ リ かい」 

r バカャ 口 ー め。 草木 も 水 を かければ 生長が 早い。 根 



物 を 云わない ね。 真剣勝負の 立会人 だと 思 や マチ ガイ 

なしで さァ。 雨が 降っても 欠かした ことが ないから、 

裏の 庭 は マキの 山で いっぱい でさ ァ。 あの マキ を 何に 

使う つもりだろう ね」 

「内職 じゃァ ない のか」 

「冗談 じゃァ ない よ。 魚屋が ついでに スシを 商う とか、 

夏 は 氷 を 商う ぐらいの 内職 はする でしよう が、 マキ 屋 

を 内職に する こと はない よ。 マキ 割りの 横に 腕組み を 

して.. シノ -— ッと立 つ てる 姿 を 見て ごらんなさい。 生き 

ながら 幽霊の 執念が こもって まさ ァ。 凄い の、 なんの。 

見て る だけで ゾォ ー ッ とします よ。 にわかに 逆上して、 



ぬく ために 生れて きたよう な 小僧 だな ァ。 一 見した と 

ころ、 否、 ヅノ -— ッ とみつ めても、 ナ メクジ よりも ダ 

ラシな くの びて やが る だけ じ や ないか。 メ メズ 小僧と 

はよ く 云った。 ドブ から 這い 上った ような 奴 だ。 アツ。 

いけね え。 懐中物 は 無事 かな？」 

と、 天 元 堂 は ハツと 自分の 胸 を 押えて、 目玉 を 白黒 

させなければ ならない 始末であった。 

あつらえ 向きの ガキを 発見した から、 天 元 堂 はよ ろ 

こんだ。 さッ そく 立ち 帰って、 これ を 金 サンに 報告し 

たから、 金 サン も 有頂天に なって、 よろこんだ。 

「ありが てえ。 はやく その ガキを 一目 見たい ね。 つれ 



戦お わりぬ のこと 

いよ/^ 対局の 当日に なった が、 こまった ことに は、 

この 日 は 少年 野球の 準々 決勝が あって、 ちょうど 午後 

の 試合に 長 助が 出場す るので ある。 おまけに 相手 チ— 

ムには 石 田と いう 県下 第一 と 評判の 高い 投手が いる。 

「どうも、 変 だな。 長 助の 評判が 立た なく ッて、 石 田 

なんてえ のが 県下 少年 第一 の 投手 なぞと は腑に 落ちな 

いな。 新聞社が 買収され たんじ やねえ のか。 そんな 害 

はない じ やない か」 



ガイで ござんす と いう 旗 をた てて、 巿内を 三べ ん 廻ら 

せて やる」 

定刻に なると、 源 サン は セビロ を 一着して、 むろん 

弟子に ヒゲを 当ら せ 頭に はポ マ— ド をた ッぷリ つけて、 

正坊を つれて 会場への りこんだ。 

金 サン も 当日 はセビ 口で ある。 むろん 靴 も ゴム 長で 

はない。 青の サングラス を かけて、 ネット 裏に 陣 どつ 

た。 いよ/ \ 長 助の チ— ムが 出場の 番 になった が、 そ 

の 入場に 誰も 拍手した 者がない。 応援団が 一 人 も 来て 

いないの だ。 相手 チ ー ムの 入場に はけた たましい 声援 

と 拍手が 起った。 応援団ば かりじ やなし に、 満場の 大 



ピ— ドが 落ちて フワ/ \ 浮いて くる もの だと 思つ てい 

たので ある。 

「ゥ ー ム。 凄い 野郎 だ。 別 所に 負けない スピ— ドだ」 

金 サンが 思わず 嘆声 を もらした ので、 近所の 人々 が 

笑い を もらした。 金 サン はムキ になって、 隣り の 人に 

食って かかった。 

「あいつ は 超 特別の 大 天才 投手 だよ。 凄い ゥナリ じ や 

なレ 力」 

「スポンジ ボ— ル だからね」 

「な ァに別 所 だって、 あんな もんだ よ。 力— ブ だって 

目に もとまらない 速さ じ やない か」 



「どうかし てるな。 この ォジ サン は。 ォジ サン は あの 

学校の 先生 かい？」 

近所に いた 子供が きいた。 その 連れの 子供が 云った。 

「あの ピッチ ャ ー の オヤ ジ だろう。 あんまり 変 テコな 

こと 云いす ぎら ァ」 

すると、 みんなが 笑った ので ある。 しかし、 まさか 

アベ コ ベの オヤ ジとは 誰も 気がつかない。 金 サン はい 

ささ か 蒼 ざめ た。 バ ッタ/ ^と 三回まで 長助チ ー ムは 

全員 三振であった。 長 助 はしき リに打 たれて 三回まで 

に 五 点 とられた。 

「よく 打ち やが るな ァ。 あの ピッチ ャ— だってうまい 



深 かまって しまった。 金 サンが 牛 肉屋の 二階へ 来て み 

ると、 誰もい ない。 女中が 掃除 をして いた。 

「もう、 すんだ のかい？」 

「ええ、 二 時間 足らずで すんじ やい ました」 

「どう だ つ た？」 

「床屋の 子供が 三番 棒で 負けた そうです よ」 

「そうだろ うな。 天下 は 広大 だ。 天 元 堂 はどうした 

え？」 

「小僧 を ひきずって 停車場へ 行き ましたよ。 この 町へ 

置い といち ゃァ 物騒 だと か 何とか ブッ /\ 云いながら 

ね」 
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